


2 February

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

北九州市職員文化祭 5（水）～11（火・祝） 無　料 北九州市職員文化体育協議会
093-582-2221

平成25年度　周望学舎　修了記念作品展 12（水）～18（火） 無　料 北九州市保健福祉局高齢者支援課（周望学舎）
093-591-2626

カリグラフィー作品展 19（水）～25（火） 無　料 インクステイン

人物を描く会作品展 2/26（水）～3/4（火）
※10：00～18：00 無　料 人物を描く会

093-551-6351

彩友会作品展 2/26(水)～3/4(火)
※10：00～18：00 無　料 彩友会

093-963-5107

■北九州芸術劇場改修工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成26年度中に大規模な改修工事を予定しております。（予定工事期間： 平成26年12月1日から平成27年1月31日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEＬ093-562-8436〉
■北九北九州芸術州芸術劇場改劇場改修 事修工事 お知のお知ららせ

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

第37回北九州チャイルドアンサンブルフェスティバル 9（日）
10:45

無　料 北九州チャイルドアンサンブル
093-962-185314:00

建国記念の日奉祝北九州市民大会 11（火・祝） 12:15 無　料
※入場整理券あり

建国記念の日奉祝北九州
市民大会実行委員会
090-2082-3067

生け花・書道　彩なす日本舞踊 16（日） 11:00 ¥2,500 吉村流雄輝彌会
090-6899-7075

中劇場

北九州子ども劇場2月高学年部例会　東京芸術座「夏の庭」 8（土）
16:00 会　費

※子ども劇場会員でない方は
お問合せください。　　

北九州子ども劇場
093-884-383419:00

「福田寛季卒業コンサート～感謝の思いを込めて～」 11（火・祝） 18:00
ＨＳ席 ￥3,000
　Ｓ席 ￥2,000
※全席指定　
※当日券取扱なし

福田寛季コンサート事務局
080-4283-3175

山海塾「かがみの隠喩の彼方へ‐かげみ」
世界40カ国以上で活躍する舞踏カンパニーによる透徹した美のステージ。

16（日） 14:00
　一般 ￥4,500
ユース ￥2,500

※24歳以下・要身分証提示
（当日各￥500増）

北九州芸術劇場
093-562-2655

京築神楽　北九州公演 23（日） 15:00 無　料
神楽の里づくり推進協議会事務局
（福岡県広域地域振興課内）

092-643-3178

小劇場

南河内万歳一座「満月～みんなの歌シリーズより～」
個性溢れるパワフルな役者陣に、浪曲師・春野恵子がゲスト出演。

1（土）
14:00 　　　 一般 ￥3,000

学生・シニア（65歳以上） ￥2,800
※要身分証提示

青春18歳差切符 ￥5,500
※年齢差18歳以上のペア割引
　劇団のみ取扱

（当日各￥500増）

北九州芸術劇場
093-562-2655

18:00

2（日） 14:00

北九州芸術劇場プロデュース「彼の地」
シリーズ初、女性の感性で描く町の匂いの群像劇

18（火） 19:00

一般 ￥3,000
学生 ￥2,500

※小～大学生・要学生証提示
（当日各￥500増）

北九州芸術劇場
093-562-2655

19（水） 19:00

20（木） 14:00
19:00

21（金） 14:00

22（土） 13:00
18:00

23（日） 13:00
CCAサウンド・ワークショップLIVE
スティーブン・オマリー、オーレン・アンバーチ、ジム・オルークを迎え、実験音楽のライブパフォーマンスを行う。

27（木） 19:00 ￥2,000
※要事前申込

現代美術センターCCA北九州
093-663-1615

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
響ホール20周年記念事業 響ホール ワンコイン･ロビーコンサート･シリーズ
第4回 響ホール室内合奏団「弦の調べ～バレンタイン～」
上野美科 倉田輝美 今村順子 加治誠子
モーツァルト：弦楽四重奏曲第17番変ロ長調 K.458『狩』ほか

5（水）
12:10

※ホワイエ　
にて開催

一般 ￥500
※前売りは問合せ先へ
※立見の可能性あり　

響ホール室内合奏団事務局
093-647-0565

PTC 小さな発表会
ピアノ教室の生徒のみなさん

9（日） 10:45 無　料
（株）ヤマハミュージック
リテイリング小倉店
093-531-4331

第4回 ピティナ ピアノ コンペティション入賞者記念コンサート 16（日） 10:30
※予定

一般 ￥1,000
学生　 ￥500
※学生（小･中･高校生）

※全席自由

（株）ヤマハミュージック
リテイリング小倉店
093-531-4342（河嶋）
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2 February

なし

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ 1（土） 18:30
門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300
小人 ￥150

B&A門司港
093-321-4151

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

合戦図屏風－源平合戦から武蔵の時代まで
壇ノ浦合戦を描いた屏風や、関門に縁の深い宮本武蔵の水墨画などを展示。

2/7（金）～3/30（日）
　　　 一般 ￥600
高校・大学生 ￥400
中学生以下無料（保護者同伴）

出光美術館（門司）
093-332-0251

（入館は閉館30分前まで）

年５回

な

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 2（日）
11:00

無　料
関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）
093-331-670013:00

（ 館 館 前 ）

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

響ホール20thシリーズ
仲道郁代 with 響ホール室内合奏団 ～甘美なるフォルテピアノの響き～
メンデルスゾーン:シンフォニア第1番ハ長調　フォルテピアノの魅力、そしてモダンピアノとの弾き比べ

23（日） 15:00

　　  指定席 ￥3,000
  自由席一般 ￥2,500
 自由席U-25 ￥1,000
自由席ペア（前売りのみ） ￥4,000

（当日各￥500増）
※指定席完売

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093-663-6661

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

マンスリージャズ 9（日） 14:00 無　料

旧大連航路上屋
093-322-5020

マンスリーシアター
「3匹の侍」（1964年松竹）

23（日） 14:00 無　料

松永文庫企画展
「郷土コレクターシリーズPART1～故・平嶋雄三郎コレクション～」

1/11（土）～4/4（金） 無　料

●アクセス／JR：「門司港駅」徒歩5分
●住所／門司区西海岸1-3-５　●電話／093-322-5020　●開館時間／9:00～17:00旧大連航路上屋

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企画展示室

武家の調度
江戸時代の華麗な婚礼調度の数々を展示します。

～2/2（日）
小倉城庭園入館料
一般 ￥300

中高生 ￥150　小学生 ￥100
北九州市立小倉城庭園
093-582-2747

平野遼の余技展　―画家の茶室―
北九州ゆかりの画家・平野遼が描いた屏風や掛軸など約80点展示。

2/8（土）～4/13（日）
小倉城庭園入館料
一般 ￥300

中高生 ￥150　小学生 ￥100

ギャラリートーク
企画展「平野遼の余技展」の展示解説です。

15（土） 14:00
小倉城庭園入館料
一般 ￥300

中高生 ￥150　小学生 ￥100

まで9：00～17：00（11月～３月は17：00まで 4～10月は18：00まで）

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

「震災復興と漫画」展
東日本大震災からの復興において漫画・漫画家が果たした役割とは

～2/2（日）
無　料

※漫画ミュージアム常設展チケット
または年間パスポートが必要　

北九州市漫画ミュージアム
093-512-5077バレエ・マンガ～永遠なる美しさ～

少女漫画の一大ジャンルであるバレエ漫画の源流から現在まで
2/15（土）～4/6（日）

　一般 ￥400
中高生 ￥200
小学生 ￥100
小学生未満無料

祝
（ ）

休館
（ ）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

劇団銀河鉄道のぬいぐるみミュージカル
「ジャックと豆の木」

1（土）
10:30 ¥1,200

（当日￥300増）
※3歳以上有料

劇団銀河鉄道
03-5684-332013:15

2014新春　北九州選抜歌謡祭 2（日） 10:30 無　料 北九州選抜歌謡祭実行委員会
093-671-7636

第39回九州公演　日本フィル in kyusyu 2014 15（土） 14:00

 RS席 ￥7,000
 SS席 ￥6,500
　S席 ￥5,500
　A席 ￥4,500
　学生 ￥3,500

日本フィル北九州公演実行委員会
090-4997-5500
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2 February

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホール
北九州ＹＭＣＡ　日本語弁論大会 7（金） 13:30 無　料 北九州ＹＭＣＡ

093-531-1587

Kaneko Music Academy　ピアノ発表会
リトミック・ピアノ発表会

9（日） 13:00 無　料 Kaneko Music Academy
093-231-1145

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企画展示室 北九州市制50周年・開館15周年記念特別企画展
「北九州市と松本清張」 ～3/31（月）

常設展示観覧料に含む
　大人 ￥500
中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093-582-2761

（入館は閉館30分前まで）

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

大画廊

生誕125年記念　「奥村土牛　版画展」 5（水）～11（火・祝） 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093-522-2521

萩焼　守繁徹　還暦「舞」展 12（水）～18（火） 無　料

高取八仙一門　茶陶展 19（水）～25（火） 無　料

茶の湯道具名品展 2/26（水）～3/4（火） 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

児童劇場 節分イベント「門司消防団　伝統　梯子乗り」
女性消防団によるはしごの演技　他

1（土） 14:00 無　料 こども文化会館
093-592-4152

工作室 京友禅和紙でつくるひな人形
対象：小学生～高校生　先着10名

16（日） 14:00 ¥400
※材料費

こども文化会館
093-592-4152

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

書院棟 小笠原流　加冠の儀
一般公募で選ばれた新成人女性が小笠原流の成人式を体験します。

23（日） 12:00

小倉城庭園入館料
　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093-582-2747

まで9：00～17：00（11月～３月は17：00まで 4～10月は18：00まで）

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

レオ･レオニ　絵本のしごと
絵本原画･資料約100点  油彩･彫刻約30点

～2/16（日）
一般 ￥1,000
高大生 ￥600
小中生 ￥400

北九州市立美術館分館
093-562-3215

10：00～18：00（入館は閉館30分前まで）
会期中無休

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子ども映画会
トムとジェリー「逃げてきたライオン」ほか　福は内！鬼は外！　ひなまつり

9（日） 14:00 無　料
（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093-561-3131

週末映画会　洋画「黄色いリボン」（アメリカ） 15（土） 14:00 無　料
（先着50名）

クラシック・レコード・コンサート
ドヴォルザーク作曲「ヴァイオリン協奏曲」ほか。楽曲解説あり。

16（日） 14:00 無　料
（先着50名）

週末映画会　邦画「眠狂四郎無頼控」 22（土） 14:00 無　料
（先着50名）

9：30～18：00
月曜日（祝日の場合は翌日休館）

13 かるかる  2014.February



2 February

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

小画廊

第7回　小池壮太　油絵展 5（水）～11（火・祝） 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093-522-2521

暮らしを彩る萩焼の器　時松泰礼　作陶展 12（水）～18（火） 無　料

山中三平　創作こけし展 19（水）～25（火） 無　料

日本画・洋画小品展 2/26（水）～3/4（火） 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

多目的ホール

水曜コンサート「シャンソンとピアノの奏べ」
歌：酒井京子　ピアノ：湯田美津子

5（水） 14:00 無　料
水環境館

093-551-3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来洋子　ピアノ：湯田美津子

19（水） 14:00 無　料

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

１階歴史
ゾーン

三城物語
～中津城から小倉城、そして熊本城へ細川家の軌跡～
小倉城を築城した細川家にスポットをあて、所蔵品他、紹介展示

～3/30（日）
　大人 ￥350
　中高 ￥200
小学生 ￥100 小倉城

093-561-1210
４階市民の
大広間

北九州技の達人　まごじ凧作品展
特産工芸品として、引き継がれる職人の技の数々をご覧ください。

4（火）～26（水）
　大人 ￥350
　中高 ￥200
小学生 ￥100

（入館は閉館30分前まで）

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ギャラリー 八幡赤レンガの会　ひな祭り 21（金）～23（日） 無　料 旧百三十銀行ギャラリー
093-661-9130

●アクセス／JR:「八幡駅」徒歩5分　西鉄バス：系統番号1,系統番号22　●休館日／年末年始
●住所／八幡東区西本町1-20-2　●電話／093-661-9130　●開館時間／10:00～18：00

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール カラオケ大会 16（日） 9:30 無　料 西日本カラオケ連合
093-962-1298（須藤）

展示
コーナー 小倉南日本画会員・会友展

2/18（火）～3/2（日）
9:00～17:00

※2/18（火）は12:00から、
3/2（日）は15:00まで

無　料 小倉南美術協会日本画部
093-962-6467（河合）

（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企画展示室 企画展「色イロひろがる　印刷発見展」
印刷の歴史や基礎的な知識、最新技術などを紹介

～3/9（日） 　　　一般 ￥500
小～高校生 ￥100 北九州イノベーションギャラリー

093-663-5411多目的
スペース

特別企画展「官営八幡製鐵所の開業に活躍した九州鉄道大蔵線
～赤煉瓦橋梁からみた草創期の鉄道」 ～3/30（日） 無　料

（展示室入室は閉館30分前まで）
（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

歴史ぽけっと企画展　「北九州街道物語２　黒崎宿」
長崎街道の宿場として栄えた黒崎に伝わる文化財を紹介し、黒崎宿の歴史と役割を明らかにします。

～3/31（月） 9:00 ※要常設展観覧料

いのちのたび博物館
093-681-1011

歴史ぽけっと企画展　「さぐってみよう　昔のくらし」
明治から昭和時代にいたるくらしと変化について、着物やさまざまな道具を中心に紹介します。

～3/31（月） 9:00 ※要常設展観覧料

冬の特別展「仁川広域市立博物館・旅順博物館の名品展」
北九州市制５０周年を記念して仁川・旅順両博物館の所蔵品を、青銅鏡・陶磁器・絵画を中心に紹介します。

～11（火・祝） 9:00 ※要常設展観覧料

冬の特別展関連イベント「韓国・中国のお正月体験」
両国のお正月行事、遊び、衣装を紹介し、体験することによって生活文化に触れることができます。

2（日） ①10：00
②14：00 ※要常設展観覧料

9（日） 14：00

●アクセス／JR：「スペースワールド駅」徒歩5分、バス：「いのちのたび博物館」徒歩1分
●駐車場／市営駐車場（いのちのたび博物館横）大型30台、普通300台（有料）　●休館日／年末年始、６月下旬頃（約1週間）

●住所／八幡東区東田2-4-1　●電話／093-681-1011　●開館時間／9：00～17：00（入館は閉館の30分前まで）
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2 February

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

能舞台 築城　則子 氏　講演会
小倉織・縞の粋

8（土） 14:00 無　料
※要申込

北九州市立西部勤労婦人センター（レディスやはた）
093-661-1122

JR：「八幡駅」から徒歩10分 バス：「八幡駅入口第一・第二」、「市立八幡病院」から徒歩3～5分
火曜日～土曜日 9：00～21：00 日曜日 9：00～17：00

（レディスやはた）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

美術展示室 第18回　藍の会作品展
洋画・水彩画　約50点

20（木）～26（水）
10：00～17：00

※20（木）は13:00から、
 26（水）は16:00まで

無　料 藍の会
093-692-3273（河野）

イベント 期　間 入　場　料 問合せ先

ヘレンドフェア 1/28（火）～2/2（日） 無　料

093-643-5268
～西洋の美～　ヨーロッパアンティーク展 11（火・祝）～16（日） 無　料

佐藤 勝彦の世界展 18（火）～23（日） 無　料

シルクニットの世界　ゆすのきむつこ 2/25（火）～3/2（日） 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

第45回第二文化幼稚園お遊戯発表会 8（土） 10:00 関係者のみ 第二文化幼稚園
093-611-1436

おゆうぎ会 11（火・祝） 13:00 無　料 学校法人済世学園 済世第二幼稚園
093-631-5087

おゆうぎ会 16（日） 13:00 無　料 学校法人済世学園 済世第一幼稚園
093-671-2192

第2回パレードピース定期演奏会 23（日） 13:00 無　料 パレードピース
080-1926-7490（入江）

中ホール

『昔mattoの町があった』上映会 1（土） 13:30 ¥1,000 あかつき会　家族会
093-882-6648（水野）

カワイうたのコンクール　北九州地区予選会 2（日） 10:30 無　料 カワイ音楽教室小倉センター
093-521-5453

ひまわり保育園　生活発表会 8（土） 10:30 関係者のみ ひまわり保育園
093-622-2380

「うまれる」上映会 11（火・祝）
10：00 ¥800 

（当日￥200増）
ピリズム

070-5274-883814：00

北九州子ども劇場　2月乳幼児部・低学年部例会
「火よう日のごちそうはひきがえる」　人形劇団京芸

14（金） 18:30
￥1,300
（会員制）

北九州子ども劇場
093-884-383415（土） 14：00

18：30

ひなまつり発表会 16（日） 13:00 関係者のみ 学校法人秋百学園 穴生幼稚園
093-631-5874

ミュージカル クリエーション Vol.11　「オペラ座の怪人」 22（土） 18：00 無　料 ミュージカル　クリエーション
090-7986-5980（野口）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

会議室 サイエンスショー
「電流と磁石に関する実験」

11（火・祝） 14:30 無　料 児童文化科学館
093-671-4566

（入館は閉館30分前まで）

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ズグロカモメを見る！
曽根干潟で、ズグロカモメなど干潟の冬鳥を観察します。

2（日） 10:40 ¥50
 ※要申込 いのちのたび博物館

093-681-1011カワセミを見る！
紫川で、カワセミや冬の水鳥を観察します。

23（日） 9:00 ¥50
 ※要申込

●アクセス／JR：「スペースワールド駅」徒歩5分、バス：「いのちのたび博物館」徒歩1分
●駐車場／市営駐車場（いのちのたび博物館横）大型30台、普通300台（有料）　●休館日／年末年始、６月下旬頃（約1週間）

●住所／八幡東区東田2-4-1　●電話／093-681-1011　●開館時間／9：00～17：00（入館は閉館の30分前まで）
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2 February

イベント 期　間 入　場　料 問合せ先

川柳・俳句アートみたいな命の叫び展　川柳と俳句の展示 3（月）～9（日） 無　料 093-871-4739（秦）

二宮庸夫遺作展　洋画の展示 8（土）～11（火・祝） 無　料 093-611-3939（二宮）

自然染めとシルクの服展　工芸 10（月）～13（木） 無　料 アトリエ　サラサ
092-953-6395（星野）

「みんな晴れの日」展　児童画 15（土）・16（日） 無　料 カワイ絵画造形教室
090-7382-2796（松尾）

福岡教育大学中等書道科卒業制作展　書 17（月）～23（日） 無　料 福岡教育大学中等書道科
080-3950-1506（曽我部）

藤井近展ー月と太陽ー　和紙・写真・オブジェによる作品 24（月）～3/2（日） 無　料 093-621-0073（藤井）

●電話／093-644-5206
（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる

3-15-3 コムシティ3F

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

コレクション
展示室

コレクション展Ⅳ 加納光於と中西夏之
油彩・版画など約70点

1/25（土）～4/13（日）
　一般 ￥150
高大生 ￥100
  小中生 ￥50 北九州市立美術館

093-882-7777
企画展示室 柳瀬正夢 1900-1945 大正・昭和を駆け抜ける

油彩・水彩・ポスター・資料等
～2/2（日）

一般 ￥1,000
高大生 ￥600
小中生 ￥400

市民ギャラリー

赤馬展
洋画・日本画・彫刻・工芸など

1/28（火）～2/2（日） 無　料 福岡教育大学美術科
090-2854-7936（木須）

志井・志徳幼稚園の年長組による紙版画展
幼稚園児による紙版画

11（火・祝）～16（日） 無　料 学校法人 村端学園
093-961-1948（村端）

北九州市立小・中学校合同美術展
児童・生徒作品（絵画・立体・工作）

22（土）～3/2（日） 無　料
北九州市小学校図画工作科

教育研究会
093-641-4712（門司）

（入館は閉館30分前まで）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

小倉北区民文化祭（邦楽演奏会）・伝統を学ぶ子ども達
第１部　三味線・お囃子・箏の演奏会
第２部　子供の演奏と歌舞伎舞踊「京鹿子娘道成寺」

2（日） 12:00 ￥1,000 小倉北文化連盟
093-521-5352（松浦）

福岡県立小倉工業高等学校  吹奏楽部　第8回定期演奏会
曲目：ラプソディー・イン・ブルー、AKB48メドレー　ほか

8（土） 13:30 無　料 福岡県立小倉工業高等学校
093-571-1738（橋本）

ニューイヤーコンサート 9（日） 11:00 無　料 九州・山口音楽協会
080-6412-2509（辻）

高嶋ちさ子コンサート
みんなのための音楽室　～室内楽編～　チェロ：古川展生　ピアノ：清塚信也

15（土） 15:00 ¥4,500 
全席指定

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093-562-3611

第49回　創作ダンス研究発表会
幼稚園児・小・中･高・大学・社会体育の20団体程の出演。楽しいダンスを踊ります。

22（土） 13:30 無　料 福岡県女子体育連盟
093-881-1147（酒井）

中ホール

貞国音楽院　ピアノ・ヴァイオリン・チェロ発表会 2（日） 10:30 無　料 貞国音楽院
093-202-7439（貞国）

新春舞初の会 8（土） 12:30 ¥1,000 北九州邦友会
090-7154-8065（秋武）

第38回　ピアノ演奏グループ「未来」定期演奏会 22（土） 17:00 一般 ￥1,500
学生 ￥1,000

ピアノ演奏グループ「未来」
090-1921-5761（末次）

九州・山口音楽協会創立30周年事業　岡田将ピアノリサイタル
リスト：ラ・カンパネラ など
連弾 サン・サーンス：動物の謝肉祭　共演 永野栄子

27（木） 19：00 一般 ￥3,000
学生 ￥2,000

九州・山口音楽協会
080-3972-3789（大山）

チケット完売
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グ
リ
ー
ン
オ
ペ
ラ
「
な
の
花
の
お
は

な
し
」

３
月
28
日
（
金
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
、
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）。「
環
境
未
来
都
市
」
に
選
定
さ

れ
た
北
九
州
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
オ
ペ

ラ
作
品
。
循
環
型
社
会
へ
の
取
り
組

み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
菜
の
花
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
音
楽
を

通
し
て
環
境
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け

る
。
観
劇
対
象
は
、
小
学
生
を
中
心

と
す
る
児
童
。
入
場
料
、
５
０
０
円
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
九
州
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
Ｂ
Ｏ
Ｘ

０
９
３
（
６
４
２
）
８
８
１
８

■
北
九
州
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

「
第
17
回
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ス
プ
リ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
」

３
月
30
日
（
日
）
午
後
２
時
15
分
開

場
、
同
３
時
開
演
、
北
九
州
芸
術
劇

場
大
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）。
指

揮
は
水
戸
博
之
。
２
部
構
成
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
交
響

■
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｃ
Ａ
北
九
州

「
Ｃ
Ｃ
Ａ
サ
ウ
ン
ド
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」

２
月
27
日
（
木
）
午
後
６
時
45
分
開

場
、
同
７
時
開
演
、
北
九
州
芸
術
劇

場
小
劇
場
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）。
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
・
オ
マ
リ
ー
、
オ
ー
レ

ン
・
ア
ン
バ
ー
チ
、
ジ
ム
・
オ
ル
ー

ク
を
迎
え
、
実
験
音
楽
（
サ
ウ
ン

ド
・
ア
ー
ト
）
の
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
行
う
。
入
場
料
、
２
０
０

０
円
（
要
事
前
申
込
）。
希
望
者
は
、

参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
往
復
は

が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
左
記
申
込
先
ま
で
。
２
月
20

日
（
木
）
必
着
。

〒
８
０
５-

０
０
５
９
　
北
九
州
市

八
幡
東
区
尾
倉
２
の
６
の
１

現
代
美
術
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｃ
Ａ
北
九
州

「
サ
ウ
ン
ド
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ｌ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
係
。

０
９
３
（
６
６
３
）
１
６
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
３（
６
６
３
）１
６
１
０

m
ail@

cca-kitakyushu.org

■
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル

「
は
い
だ
し
ょ
う
こ w

ith 

い
と
う

ま
ゆ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

３
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
開

場
、
同
11
時
開
演
。
午
後
１
時
開

場
、
同
１
時
30
分
開
演
。
ア
ル
モ

ニ
ー
サ
ン
ク
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー

ル
（
小
倉
北
区
大
手
町
）。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」
で
活

躍
し
た
、
は
い
だ
し
ょ
う
こ
（
歌
の

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

お
ね
え
さ
ん
）
と
、
い
と
う
ま
ゆ

（
身
体
表
現
ゴ
ッ
チ
ャ
！
　
の
お
ね

え
さ
ん
）
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
。
曲
目
は
「
ア
イ
ア
イ
」、

「
キ
ッ
チ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
ほ

か
。
全
席
指
定
。
入
場
料
、
２
５
０

０
円
。
１
歳
以
上
有
料
（
１
歳
未
満

で
も
席
が
必
要
な
場
合
は
有
料
）。

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル

０
９
３
（
５
９
２
）
５
４
０
５

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
九
州
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
Ｂ
Ｏ
Ｘ

環
境
未
来
都
市
推
進
支
援
事
業

曲
第
７
番
第
３
楽
章
」
ほ
か
、
団
員

自
ら
企
画
し
た
ス
テ
ー
ジ
を
届
け

る
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、
無
料

（
要
整
理
券
）。
整
理
券
は
大
手
町
練

習
場
（
小
倉
北
区
大
手
町
／
大
手
町

ビ
ル
９
Ｆ
）
に
て
３
月
３
日
（
月
）

よ
り
配
布
開
始
予
定
。

北
九
州
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

事
務
局

０
９
３
（
５
８
３
）
５
２
８
２

8

る
か
ら
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

『
ヴ
ィ
ル
サ
ラ
ー
ゼ
さ
ん
』
は
違
う
、

永
遠
に
不
滅
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

彼
女
の
演
奏
の
偉
大
さ
に
、
年
齢
で

人
を
語
る
こ
と
の
空
し
さ
を
教
え
ら

れ
、
そ
し
て
、
止
む
こ
と
な
く
究
め

た
ピ
ア
ニ
ズ
ム
を
突
き
つ
け
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
演
奏
会
が
待
ち
遠
し
い
。
22
年
前

の
「
全
身
に
鳥
肌
が
た
ち
、
震
え
が

止
ま
ら
ず
、
興
奮
し
て
眠
れ
な
か
っ

た
」、
あ
の
感
動
を
ま
た
味
わ
い
に

行
っ
て
き
ま
す
！

多
へ
、
ソ
ロ
を
東
京
へ
。
　

　
モ
ス
ク
ワ
留
学
中
に
欠
か
さ
ず
聴

い
た
彼
女
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ど
れ

も
〝
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
演
奏
〞
で
、

毎
回
た
め
息
の
連
続
で
し
た
。
時
代

を
逆
行
し
た
か
の
様
な
出
で
立
ち
。

微
笑
み
す
ら
無
い
ポ
ス
タ
ー
写
真
。

そ
の
す
べ
て
が
か
っ
こ
良
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト

の
写
真
。「
笑
っ
て
い
る
」「
少
し
年

を
取
っ
た
」。
か
な
り
衝
撃
。
で
も
、

当
た
り
前
で
す
ね
。
人
は
年
を
取
り

ま
す
。「
初
恋
の
人
に
、大
人
に
な
っ

て
会
わ
な
い
方
が
良
い
。
幻
滅
す

　「
な
ぜ
モ
ス
ク
ワ
に
留
学
し
た
の

で
す
か
？
」。
い
ろ
ん
な
方
々
に
質

問
さ
れ
て
、
お
答
え
す
る
時
に
必
ず

出
て
く
る
名
前
『
エ
リ
ソ
・
ヴ
ィ
ル

サ
ラ
ー
ゼ
』。
22
年
前
、
彼
女
の
演

奏
に
震
え
、
私
は
「
モ
ス
ク
ワ
へ
行

こ
う
」と
決
心
し
ま
し
た
。私
に
と
っ

て
は
『
神
』
の
よ
う
な
人
、
そ
の
彼

女
が
来
日
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
聴
き

に
行
き
ま
す
。
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
を
博

エ
リ
ソ
・
ヴ
ィ
ル
サ
ラ
ー
ゼ 
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撮影：重松美佐

北
九
州
芸
術
劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
・
シ
リ
ー
ズ
と
は
？

　
北
九
州
芸
術
劇
場
は
年
に
数
本
自

ら
企
画
・
製
作
す
る
演
劇
作
品
を
発

表
し
て
い
ま
す
が
、
本
シ
リ
ー
ズ
に

は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、
第
一
線
で
活
躍
す
る

劇
作
家
・
演
出
家
が
北
九
州
に
滞
在

し
、
地
元
を
中
心
と
す
る
役
者
陣
と

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
新
作
を
創
る
、
と

い
う
こ
と
。
こ
れ
ま
で
、鐘
下
辰
男
、

福
岡
出
身
の
東
憲
司
、
松
村
武
と

い
っ
た
、
着
実
な
創
作
を
続
け
る
中

堅
に
加
え
、
松
井
周
や
柴
幸
男
、
藤

田
貴
大
と
い
っ
た
新
進
気
鋭
の
劇
作

家
・
演
出
家
が
北
九
州
に
約
１
カ
月

半
滞
在
し
、
こ
の
町
で
生
活
し
な
が

ら
作
品
を
創
っ
て
き
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
こ
の
シ

リ
ー
ズ
で
創
ら
れ
る
作
品
に
、「『
北

九
州
ら
し
さ
』
を
感
じ
る
こ
と
」、

と
い
う
共
通
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
る

こ
と
。
こ
れ
ま
で
、
筑
豊
出
身
の
若

者
の
青
春
を
描
い
た
五
木
寛
之
原
作

の
『
青
春
の
門 

放
浪
篇
』。
Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
と
タ
ッ
グ
を
組
み
ト
イ
レ
に
革
命

を
起
こ
す
男
た
ち
を
描
い
た
『
Ｂ
Ｅ

Ｎ
』
の
他
、
海
や
港
、
市
場
や
工
場

な
ど
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
実
際
に
北

九
州
で
暮
ら
し
、
町
を
歩
き
、
人
々

と
話
を
し
な
が
ら
得
た
こ
の
町
の
雰

囲
気
・
印
象
を
軸
に
多
様
な
作
品
が

創
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
北
九
州
で
作

品
を
創
る
こ
と
で
、
創
作
に
関
わ
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ス
タ
ッ
フ
が
こ
の

町
に
集
ま
り
、
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で

の
出
会
い
が
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
生

ん
だ
り
、
次
の
作
品
に
繋
が
っ
た
り

す
る
こ
と
で
、
芝
居
の
世
界
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

「
も
の
づ
く
り
」
で
成
長
し
た
こ
の

町
の
空
気
と
、
人
々
が
持
つ
「
も
の

づ
く
り
」
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
、
演
劇

作
品
の
創
作
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
さ
ら
に
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
特
徴

は
、
こ
の
町
で
創
ら
れ
た
作
品
を
東

京
で
も
上
演
す
る
こ
と
で
す
。
外
に

向
か
っ
て
発
信
す
る
こ
と
で
、
北
九

州
で
生
ま
れ
た
作
品
が
、
よ
り
多

く
の
観
客
と
出
会
い
、
批
評
を
受

け
、
成
長
で
き
ま
す
。
作
品
と
一
緒

に
「
北
九
州
」
の
名
前
も
旅
を
す
る
、

と
い
っ
た
こ
と
も
お
芝
居
の
素
敵
な

と
こ
ろ
。

桑
原
裕
子
が
描
く

北
九
州
の
町
の
空
気

　
そ
ん
な
北
九
州
芸
術
劇
場
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
・
シ
リ
ー
ズ
に
今
回
登

場
す
る
の
は
、
シ
リ
ー
ズ
初
と
な

る
女
流
劇
作
家
・
演
出
家
の
桑
原
裕

子
。
東
京
を
拠
点
に
活
動
す
る
劇
団

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ａ
を
主
宰
し
、
作
・
演

出
も
兼
ね
る
他
、
ほ
ぼ
全
作
品
に
出

演
。
２
０
１
０
〜
13
年
に
か
け
て

シリーズ初、女性の感性で描く、北九州の町の匂いの群像劇
 北九州芸術劇場プロデュース『彼の地』

は
、
30
年
以
上
続
く
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」

の
潤（

※
１
）色

・
作
詞
・
演
出
を
手
掛
け
る

な
ど
、
劇
団
の
外
で
も
活
躍
の
幅
を

広
げ
て
い
ま
す
。
緻
密
な
プ

（
※
２
）ロ
ッ
ト

と
台
詞
を
ベ
ー
ス
に
、
日
常
を
生
き

る
人
々
の
生
活
や
感
情
の
細
や
か
な

描
写
が
魅
力
の
桑
原
作
品
。
幅
広
い

世
代
か
ら
支
持
を
集
め
る
彼
女
が

北
九
州
で
挑
む
新
作
の
タ
イ
ト
ル

は
『
彼
の
地
（
か
の
ち
）』。「
彼
の

地
」
と
い
う
言
葉
に
は
、「
憧
れ
の

場
所
と
か
記
憶
の
中
の
故
郷
と
か
、

ち
ょ
っ
と
遠
い
場
所
に
想
い
を
馳
せ

る
と
き
に
使
う
」イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
、

と
い
う
桑
原
。「
北
九
州
に
住
む
人
、

出
て
行
く
人
、
や
っ
て
く
る
人
、
か

つ
て
居
た
人
」
な
ど
、
場
所
と
人
と

の
様
々
な
関
わ
り
を
複
層
的
に
描
き

な
が
ら
、
北
九
州
の
ま
ち
の
空
気
が

漂
う
作
品
に
な
れ
ば
、
と
の
こ
と
。

個
々
の
役
者
の
個
性
を
生
か
し
つ
つ

紡
が
れ
る
こ
の
ま
ち
の
物
語
に
、
ど

う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

岩　本　史　緒 Fumiwo Iwamoto北九州芸術劇場　広報係

北
九
州
で
創
り
、
発
信
す
る
北
九
州
芸
術
劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
シ
リ
ー
ズ
。

７
作
目
の
今
回
は
、
小
劇
場
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ま
で
幅
広
く
活
躍
す
る

桑
原
裕
子
を
作
・
演
出
に
迎
え
ま
す
。

 

※
日
時
は
、
15
ペ
ー
ジ
の
北
九
州
芸
術
劇
場
の
欄
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
１

　
元
々
の
台
本
に
手
を
加
え
、
お
も
し
ろ
く
す
る

こ
と

※
２
　
演
劇
作
品
の
筋
や
構
想
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震災から間もなく３年。

石巻で見た漫画施設の存在感

で
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
テ
レ
ビ
や

新
聞
を
通
じ
て
の
震
災
情
報
も
以
前

に
比
べ
て
少
な
く
な
り
、
被
災
地
は

落
ち
着
い
た
の
だ
ろ
う
と
、
九
州
に

い
る
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か

し
、
実
際
に
訪
れ
て
、
現
地
の
様
子

を
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
感
じ
た
こ

と
は
、
震
災
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
当
日
、
石
ノ
森
萬

画
館
に
は
６
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
津

波
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
一
階
部
分

は
、
グ
ッ
ズ
商
品
な
ど
多
く
の
物
が

流
さ
れ
た
他
、
電
気
や
空
調
な
ど
の

基
幹
設
備
が
全
壊
し
ま
し
た
。
し
か

し
被
害
は
一
階
だ
け
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
震
災
後
数
日
間
は
、
石
ノ

　
今
年
１
月
11
日
よ
り
開
催
中
の

「
震
災
復
興
と
漫
画
」
展
。
北
九
州

と
い
う
場
所
で
、
石
巻
や
福
島
な

ど
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
つ

い
て
思
い
を
馳は

せ
て
も
ら
え
る
展
示

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
準
備
で
、
11
月
末
、

石
ノ
森
萬
画
館
に
行
き
ま
し
た
。
仙

台
空
港
に
降
り
立
ち
、
そ
こ
か
ら
電

車
を
乗
り
つ
ぎ
石
巻
駅
へ
。
海
沿
い

の
列
車
は
、
線
路
が
復
旧
せ
ず
、
バ

ス
な
ど
に
よ
る
代
行
運
転
を
行
っ
て

い
る
た
め
、
石
ノ
森
萬
画
館
ま
で
も

迂
回
路
で
向
か
い
ま
し
た
。
車
窓
か

ら
見
え
る
景
色
は
、
震
災
か
ら
３
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
、
よ
う
や
く
瓦

礫
の
撤
収
な
ど
が
終
わ
り
、
新
た
な

家
や
仮
設
住
宅
な
ど
の
建
築
が
進
ん

森
萬
画
館
に
も
40
名
程
の
人
が
避
難

を
し
た
そ
う
で
す
。
大
量
に
流
れ
つ

い
た
が
れ
き
の
撤
収
に
石
ノ
森
萬
画

館
の
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

協
力
し
て
作
業
を
行
い
、
早
す
ぎ
る

と
い
う
声
も
あ
る
中
、
義
援
金
や
漫

画
家
の
協
力
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
支

援
の
下
、
２
０
１
２
年
11
月
17
日
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
８
ヶ
月
を

経
て
、
再
オ
ー
プ
ン
。
そ
れ
か
ら
常

設
展
示
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を

行
い
、
２
０
１
３
年
３
月
23
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
日
を
迎
え

ま
し
た
。

　
石
ノ
森
萬
画
館
は
、「
株
式
会
社

街
づ
く
り
ま
ん
ぼ
う
」
が
指
定
管
理

者
で
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

企
業
は
、
人
材
育
成
、
市
街
地
の
活

性
化
、
産
業
振
興
な
ど
を
目
的
に
、

地
域
づ
く
り
を
し
て
い
て
、
そ
う
し

た
企
業
が
漫
画
施
設
を
運
営
し
て
い

る
と
い
う
の
は
、
全
国
的
に
も
珍
し

い
こ
と
で
す
。
今
回
、
株
式
会
社
街

づ
く
り
ま
ん
ぼ
う
の
木
村
仁
さ
ん
か

ら
は
、
未
来
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
街
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
か
な

ど
、
熱
い
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、東
日
本
大
震
災
を
通
じ
て
、

た
く
さ
ん
の
漫
画
作
品
も
生
ま
れ
ま

し
た
。

　『
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
カ
ム
バ
ッ
ク
』
や
、

『
僕
ら
の
漫
画
』、『
あ
の
日
か
ら
の

マ
ン
ガ
』。
そ
し
て
、
福
島
第
一
原

発
で
の
作
業
員
と
し
て
の
経
験
を
描

漫画
hiroba郷　田　和　代

北九州市漫画ミュージアム　学芸員
漫画と北九州

Kazuyo Goda

津波翌日（早朝）の石ノ森萬画館周辺の様子

石ノ森萬画館外観

「震災復興と漫画」展
【開催期間】１月11日（土）～２月２日（日）
【開館時間】※毎週火曜日（休日の場合はその翌日）休館
午前11時～午後７時（入館は午後６時30分まで）
【会場】北九州市漫画ミュージアム
【入館料】常設展観覧料で観覧可能
一般　　400円　　中高生　　200円
小学生　100円　　小学生未満　無料
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　093（512）5077

Information い
た
『
い
ち
え
ふ
』
な
ど
。
当
館
で

も
、
そ
う
し
た
震
災
復
興
関
連
の
作

品
を
読
め
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
訪
問
し
た
日
に
は
、
石
ノ
森
萬
画

館
で
漫
画
を
テ
ー
マ
に
し
た
文
化
施

設
の
役
割
や
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え

る
「
漫
画
関
連
施
設
連
携
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
石
ノ

森
萬
画
館
、
石
ノ
森
章
太
郎
ふ
る
さ

と
記
念
館
、
横
手
市
増
田
ま
ん
が
美

術
館
の
活
動
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
全
国
か
ら
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
関
連
施
設
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
連
携
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
に

つ
い
て
、
話
し
合
い
ま
し
た
。
今
回

は
、
石
ノ
森
萬
画
館
な
ど
の
協
力
で

展
示
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
全
国
に
あ
る
他
の
施
設
と
の
つ
な

が
り
も
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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村
復
興
を
見
事
成
功
に
導
き
ま
す
。

そ
こ
で
は
読
書
家
、
勉
強
家
と
し
て

の
二
宮
と
い
う
よ
り
も
、
実
業
家
で

も
あ
り
優
秀
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で

も
あ
っ
た
二
宮
の
思
想
・
哲
学
や
行

動
力
を
大
い
に
学
ぶ
べ
し
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
小
学
校
に
置
か
れ
た
二
宮

像
は
「
寸
暇
を
惜
し
ん
で
勉
学
に
励

む
姿
」
を
子
ど
も
に
示
す
、
と
い
う

こ
と
が
主
な
役
割
で
し
ょ
う
。
国
内

の
小
学
校
に
二
宮
像
が
多
く
置
か
れ

た
時
期
は
主
に
昭
和
初
期
で
、
そ
の

背
景
に
は
自
主
的
に
国
家
に
献
身
・

奉
公
す
る
国
民
育
成
政
策
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
二
宮
像
が
担
う
意
味

は
「
良
き
学
習
者
の
お
手
本
」
で
あ

り
「
道
徳
実
践
者
の
お
手
本
」
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
。
戦
後
に
な
る

と
、
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
そ
の

通
り
継
承
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
れ

ば
、
一
方
で
「
戦
時
教
育
の
名
残
で

あ
り
、
今
の
児
童
の
教
育
方
針
に
そ

ぐ
わ
な
い
」
と
い
う
指
摘
や
「
歩
い

て
本
を
読
む
の
は
危
険
」
と
い
う
声

も
あ
が
っ
た
り
す
る
な
ど
、
像
の
解

釈
も
様
々
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
姿
か
た
ち
が
同
じ

（
あ
る
い
は
似
た
）
像
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
が
置
か
れ
る
場
所
の
性
質

や
人
々
の
価
値
観
、
社
会
背
景
の
違

い
に
よ
っ
て
、
像
の
意
味
や
解
釈
は

常
に
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
と
い
う
こ

と
は
、
こ
れ
も
ま
た
す
べ
て
の
美
術

作
品
に
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
と
り

美術
hiroba 花　田　伸　一

北九州アートめぐり
キュレーター

Shinichi Hanada

小学校の二宮金次郎像

　
市
内
の
い
く
つ
か
の
小
学
校
に
二

宮
金
次
郎
の
彫
刻
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
誌
読
者
の
中
に
は
母
校
に

置
か
れ
て
い
た
二
宮
像
を
懐
か
し
く

思
い
出
す
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
こ
れ
は
美
術
作
品
す
べ
て

に
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
作
品
が
担

う
意
味
や
解
釈
の
さ
れ
方
は
、
作
品

を
見
る
人
の
価
値
観
や
時
代
背
景
に

よ
っ
て
常
に
変
わ
り
ま
す
。
特
に
公

共
の
場
所
に
恒
久
的
に
置
か
れ
る
美

術
作
品
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
）

は
、
そ
の
作
品
が
置
か
れ
た
場
所
の

性
格
や
社
会
背
景
な
ど
に
よ
っ
て
、

意
味
や
解
釈
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き

ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
東
京
の
八
重
洲
ブ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
の
入
口
に
も
（
文
字
通

り
「
金
」
色
の
）
二
宮
金
次
郎
像
が

置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
像
に
担

わ
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
言
う
ま
で

も
な
く
「
読
書
の
奨
励
」
で
し
ょ

う
。
つ
ま
り
「
良
き
読
書
人
の
お
手

本
」
と
し
て
の
二
宮
像
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
ま
た
、
企
業
の
ロ
ビ
ー
な
ど
に
二

宮
像
が
も
し
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
の
お
手
本
」
と
し
て
設

置
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
二
宮
は

よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
「
苦
学
と
孝

行
」
の
人
と
い
う
よ
り
も
、
む
し

ろ
、
市
場
社
会
の
考
え
方
を
持
つ
合

理
主
義
者
で
し
た
。
問
題
分
析
、
経

費
節
減
、
資
産
運
用
な
ど
の
才
に
長

け
、
人
口
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
伸
び
な
い
江

戸
後
期
の
低
成
長
時
代
に
あ
っ
て
農

わ
け
公
共
の
場
所
に
恒
久
的
に
置
か

れ
る
彫
刻
作
品
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で

は
、
モ
ノ
を
残
し
伝
え
て
い
く
こ
と

に
加
え
て
、
そ
の
モ
ノ
に
ま
つ
わ
る

モ
ノ
語
り
を
い
か
に
伝
え
て
い
く
か

が
、
モ
ノ
の
保
存
と
同
様
あ
る
い
は

そ
れ
以
上
に
大
事
な
の
だ
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
二
宮
像
に
限
ら
ず
、
市
内
に
設
置

さ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
作
品
を

改
め
て
見
直
し
て
み
て
、
そ
の
作
品

に
ま
つ
わ
る
モ
ノ
語
り
を
掘
り
起
こ

し
、
次
世
代
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
モ
ノ
語
り
が
失
わ
れ
た
り
、
変

わ
っ
て
い
っ
た
り
す
る
前
に
。
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『ガラスの城』講談社文庫

『古代探求』ゲラ

れ
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
単
行

本
化
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。
歴
史
に
関
す
る
作
品
で
は
特
に

顕
著
で
、
た
と
え
ば
『
古
代
探
求
』

で
は
、
通
常
は
２
回
で
校
了
（
修
正

を
終
わ
ら
せ
、決
定
稿
と
す
る
こ
と
）

に
す
る
も
の
が
、
な
ん
と
６
回
も
手

を
入
れ
つ
づ
け
ま
し
た
。
修
正
を
受

け
る
た
び
に
紙
面
を
組
み
直
す
出

版
社
側
の
苦
労
は
い
か
ば
か
り
だ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
ゲ
ラ
（
校
正

の
た
め
の
仮
刷
り
）
に
書
き
込
ま
れ

た
丁
寧
で
繊
細
な
訂
正
の
文
字
か
ら

は
、
読
者
に
少
し
で
も
情
報
を
正
確

に
届
け
た
い
、
楽
し
ま
せ
た
い
と
い

う
清
張
の
想
い
が
滲に
じ

み
出
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
『
ガ
ラ
ス
の
城
』
の
雑
誌

掲
載
誌
版
と
単
行
本
と
を
比
較
し
て

い
く
う
ち
、
全
体
的
に
ミ
ス
テ
リ
ー

作
品
に
し
て
は
多
く
手
が
入
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。『
ガ

ラ
ス
の
城
』
の
単
行
本
化
は
連
載
終

了
か
ら
13
年
を
経
た
76
年
で
、
こ
の

間
の
時
代
の
変
化
が
反
映
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
高
度
経
済

成
長
期
」
を
挟
ん
だ
13
年
間
の
社
会

の
変
化
は
大
き
く
、
用
語
や
年
齢
設

定
な
ど
も
時
代
を
反
映
し
大
幅
に
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
先
の
一
文
で
は
〈
新
幹

線
〉
が
採
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
す

が
、
修
善
寺
か
ら
東
京
ま
で
の
所
要

時
間
に
触
れ
た
別
の
箇
所
で
は
、
到

着
が
約
１
時
間
短
く
修
正
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
新
幹
線

の
利
用
で
短
縮
さ
れ
る
時
間
で
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
当
時
の
時
刻
表

が
役
立
ち
ま
し
た
。
東
海
道
新
幹
線

開
業
に
沸
き
立
つ
雰
囲
気
が
溢
れ
て

い
た
り
、
現
在
は
廃
線
の
路
線
が
現

役
だ
っ
た
り
と
、
興
味
深
い
日
常
が

封
じ
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。『
点
と

線
』
の
登
場
人
物
は
時
刻
表
で
空
想

旅
行
を
し
ま
す
が
、
過
去
の
時
刻
表

は
時
間
旅
行
の
入
口
に
も
な
り
ま
す
。

　『
ガ
ラ
ス
の
城
』
で
は
ほ
か
に
も
、

都
心
の
職
場
（
雑
誌
で
は
「
東
京
駅

前
の
新
丸
ビ
ル
」）
ま
で
の
通
勤
に
、

荻
窪
在
住
の
主
人
公
は
、
雑
誌
で
は

〈
中
央
線
〉、単
行
本
で
は
〈
地
下
鉄
〉

を
利
用
し
ま
す
。〈
地
下
鉄
〉
の
採

用
は
、
連
載
掲
載
後
に
地
下
鉄
丸
ノ

内
線
の
新
宿
・
荻
窪
間
が
開
通
し
便

利
に
な
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る

の
で
す
。
ま
た
、「
Ｂ
Ｇ
っ
て
何
？
」

と
い
う
筆
者
の
よ
う
な
読
者
の
た
め

に
「
Ｏ
Ｌ
」
と
書
き
直
さ
れ
て
い
た

り
と
、用
語
も
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

雑
誌
・
単
行
本
そ
れ
ぞ
れ
の
読
者
を

楽
し
ま
せ
た
い
と
い
う
清
張
の
心
遣

い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。（
ち
な
み
に
、

Ｂ
Ｇ
と
はbusiness girl

の
略
語

で
、
連
載
当
時
一
般
的
に
使
わ
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。）

時
間
旅
行
の
入
口

 

清
張
作
品
再
読
『
ガ
ラ
ス
の
城
』

　
今
回
は
『
ガ
ラ
ス
の
城
』
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
１
９
６
２
年
か
ら
63
年

に
か
け
て
雑
誌
『
若
い
女
性
』
に
連

載
さ
れ
た
現
代
ミ
ス
テ
リ
ー
で
、
何

度
か
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
も
の

を
ご
記
憶
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
舞
台
は
都
心
の
高

層
ビ
ル
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
る
商
社

で
、
社
員
旅
行
先
の
修
善
寺
で
突
然

課
長
が
失
踪
し
、
社
員
た
ち
が
真
相

に
迫
る
と
い
う
物
語
で
す
。

　
先
日
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。「『
ガ
ラ
ス

の
城
』
を
文
庫
本
で
読
ん
で
い
ま
す

が
、
64
年
開
業
の
新
幹
線
が
登
場

す
る
の
は
、
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
」

と
の
お
尋
ね
で
す
。
な
る
ほ
ど
、
連

載
時
は
新
幹
線
は
ま
だ
走
っ
て
い
ま

せ
ん
ね
…
…
た
し
か
に
不
思
議
で
す
。

　
指
摘
の
箇
所
は「
こ
の
時
間
だ
と
、

と
て
も
課
長
は
新・

・

・

・

・

・

・

幹
線
の
終
列
車
に

間
に
合
い
っ
こ
な
い
」
と
い
う
一
文

で
す
。
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
雑
誌
連

載
時
の
誌
面
で
は「
こ
の
時
間
だ
と
、

と
て
も
課
長
は
終・

・

・
汽
車
に
間
に
合

い
っ
こ
な
い
」
と
な
っ
て
お
り
、〈
新

幹
線
〉
は
連
載
後
の
単
行
本
化
に
伴

い
、
書
き
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　
清
張
は
連
載
時
の
文
章
に
手
を
入

文芸

北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3
093(582)2761
【観覧料】 ※（　）内は団体料金
一般　　　500円 （400円） 
年長者利用証提示：400円
中・高生　300円 （240円） 
小学生　　200円 （160円） 
【開館時間】（入館は午後5時30分まで)
午前9時30分～午後6時
【休館日】年末 （12月29日～12月31日) 

Information

hiroba 小　野　芳　美
北九州市立松本清張記念館　専門学芸員

Yoshimi Ono

清張アラカルト

　
時
代
が
変
わ
っ
て
も
面
白
く
読
め

て
し
ま
う
の
が
清
張
作
品
の
凄
い
と

こ
ろ
。
ミ
ス
テ
リ
ー
の
醍
醐
味
と
併

せ
て
作
品
の
時
代
や
雰
囲
気
も
ど
う

ぞ
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
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げ
て
劇
を
止
め
、
意
見
を
言
う
。
そ

の
意
見
を
聞
い
た
役
者
が
即
興
で
演

じ
る
。
当
然
劇
の
流
れ
は
ど
ん
ど
ん

変
わ
っ
て
い
く
。
時
に
は
観
客
が
役

者
と
交
代
し
実
際
に
問
題
解
決
を
試

み
る
場
合
も
あ
る
。

　
も
と
も
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て

抑
圧
、
差
別
さ
れ
た
人
民
が
社
会
的

状
況
を
変
え
て
い
く
力
を
持
つ
こ
と

を
目
指
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
ボ

ア
ー
ル
は
彼
の
著
書
『
被
抑
圧
者
の

演
劇
』
の
中
で
「
変
革
へ
の
リ
ハ
ー

サ
ル
」
と
呼
ん
で
い
る
。
１
９
６
５

年
か
ら
71
年
に
か
け
て
サ
ン
パ
ウ
ロ

の
劇
場
で
芸
術
監
督
を
務
め
て
い
た

ボ
ア
ー
ル
だ
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
か

ら
の
弾
圧
を
受
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

亡
命
し
た
。
そ
の
後
も
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
シ
ア
タ
ー
の
形
を
よ
り
心
理
的
深

部
に
迫
れ
る
よ
う
に
し
た
「
欲
望
の

虹
」「
頭
の
中
の
警
官
」
な
ど
の
手

法
を
発
案
し
、
演
劇
や
教
育
な
ど
に

様
々
な
影
響
を
与
え
た
。

　
こ
の
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
ア
タ
ー

は
、
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
知
る
人
の

少
な
い
手
法
だ
が
、
意
欲
的
に
展
開

し
て
い
る
団
体
も
存
在
す
る
。
積
極

的
に
手
を
あ
げ
て
自
分
の
意
見
を
言

え
な
い
日
本
人
向
け
に
、
た
だ
「
や

め
て
！
」
と
声
を
か
け
れ
ば
い
い
も

の
や
、
ベ
ー
ス
と
な
る
劇
を
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
観
客
と
共
に
作
成

す
る
な
ど
様
々
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て

い
る
。

　
北
九
州
で
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
」
が
電
子
メ

　「
フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
ア
タ
ー
」
と
い

う
演
劇
の
形
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
演
出
家
ア
ウ
グ
ス
ト
・

ボ
ア
ー
ル
が
発
案
し
た
観
客
参
加
型

の
演
劇
だ
。

　
最
初
に
ベ
ー
ス
と
な
る
短
い
劇
を

上
演
す
る
。
そ
の
劇
に
は
、
な
ん
ら

か
の
「
問
題
」
が
あ
っ
て
、
人
間
関

係
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手

く
い
っ
て
い
な
い
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
同
じ
劇
を
も
う
一

度
上
演
す
る
の
だ
が
、
そ
の
際
、
観

客
が
「
こ
こ
を
こ
う
す
れ
ば
状
況
が

良
く
な
る
」「
こ
の
人
が
こ
こ
で
こ

う
言
え
ば
よ
い
の
で
は
」
な
ど
、
問

題
解
決
法
を
思
い
つ
い
た
ら
手
を
挙

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

フォーラムシアター『クロダ家の場合』

フォーラムシアター
『着ぐるみアテンド編』

観客参加型の演劇　　　　　
「フォーラムシアター」

デ
ィ
ア
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

考
え
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
メ

デ
ィ
ア
と
の
よ
り
良
い
付
き
合
い
方

〜
シ
ア
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
ア
タ
ー
の
手
法
を

取
り
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人 K

ID
's w
ork

」
は
「
子
ど

も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｙ
Ｅ
Ｌ

Ｌ
」
と
の
共
同
事
業
の
中
で
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
ア
タ
ー
に
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

 

こ
れ
ら
の
事
業
で
実
際
に
フ
ォ
ー

ラ
ム
シ
ア
タ
ー
を
制
作
、
上
演
し
て

い
る
の
は
「D

ram
atic D

elivery 
N
etw
ork

」
と
い
う
、
北
九
州
と

そ
の
近
郊
に
住
む
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
。「
飛
ぶ
劇
場
」

の
寺
田
剛
、
木
村
健
二
、「
劇
団
黄

色
い
自
転
車
」
の
井
上
沙
紀
、「
劇

団
Ｃ
４
」
の
大
福
悟
、「
演
劇
関
係

い
す
と
校
舎
」
の
守
田
慎
之
介
、

「
イ
ン
プ
ロ
集
団M

O
SA
ïQ
U
ES

」

の
吉
柳
佳
代
子
な
ど
、
出
演
者
も
多

彩
か
つ
豪
華
。
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
上
演
形
態
に
も
対
応
で

き
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
興
味
が

あ
る
方
は
是
非
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア

ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
ア
タ
ー
を
制
作
、

上
演
す
る
の
は
決
し
て
簡
単
で
は
な

い
。
ま
ず
力
の
あ
る
役
者
が
必
要

だ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
観
客
か
ら
ど
ん

な
意
見
が
で
る
か
わ
か
ら
な
い
の

で
、
常
に
完
全
即
興
で
あ
る
と
い
う

こ
と
、
そ
し
て
そ
の
即
興
に
よ
っ
て

起
こ
る
シ
ー
ン
の
変
化
に
〝
ウ
ソ
〞

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
ま

た
、
ベ
ー
ス
の
劇
に
い
か
に
問
題
を

上
手
く
織
り
込
ん
で
い
け
る
か
、
観

客
の
問
題
解
決
意
識
を
い
か
に
刺
激

す
る
か
で
、
劇
作
家
、
演
出
家
の
力

も
試
さ
れ
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
ア

タ
ー
が
で
き
る
演
劇
人
が
こ
れ
だ
け

居
る
と
い
う
事
は
、
北
九
州
が
「
演

劇
の
街
」
で
あ
る
と
言
う
証
拠
の
一

つ
か
も
し
れ
な
い
。
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加納光於
《逃げ水－その行方を遮ってⅦ》
1981 年

中西夏之
《不合流 II-a》
1982 年

加納光於
《SOLDERED　BLUE》
1965 年

中西夏之
《作品－たとえば波打ち際にて XⅣ》
1985 年

の
後
も
多
く
の
油
彩
シ
リ
ー
ズ
を
発

表
し
、
独
自
の
世
界
観
と
様
々
な
手

法
に
よ
っ
て
「
絵
画
」
と
い
う
概
念

を
探
る
作
業
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し

た
。

　
当
館
で
は
、
83
年
に
「
加
納
光
於

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
`80

－

83
」
を
、
85

年
に
は
「
中
西
夏
之
展
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
展
覧
会
は
、

二
人
の
現
代
作
家
の
新
展
開
を
い
ち

早
く
紹
介
し
た
、
当
時
の
公
立
美
術

館
と
し
て
は
き
わ
め
て
野
心
的
な
試

み
で
し
た
。

　
本
展
で
は
、
加
納
光
於
と
中
西
夏

之
が
当
時
発
表
し
た
油
彩
画
作
品
と

　
中
西
夏
之
は
東
京
藝
術
大
学
を
卒

業
後
、
既
成
の
表
現
を
越
え
た
、
革

新
的
な
絵
画
の
あ
り
方
を
模
索
し
始

め
ま
す
。
59
年
に
ペ
イ
ン
ト
に
砂
を

混
ぜ
た
作
品
群
『
韻
』
を
発
表
し
注

目
を
集
め
、
63
年
の
読
売
ア
ン
デ
パ

ン
ダ
ン
展
に
は
、
画
面
に
無
数
の
ア

ル
ミ
製
洗
濯
バ
サ
ミ
を
取
り
付
け
た

《
洗
濯
バ
サ
ミ
は
攪か
く
は
ん拌

行
動
を
主
張

す
る
》
を
出
品
し
ま
し
た
。
中
西
の

活
動
は
絵
画
制
作
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
同
年
に
は
高
松
次
郎
、
赤
瀬
川

原
平
と
共
に
「
ハ
イ
レ
ッ
ド
・
セ
ン

タ
ー
」
を
結
成
。
さ
ら
に
、
舞
踏
家

の
土
方
巽
と
共
同
し
た
舞
台
に
参
画

し
、
舞
台
美
術
を
手
が
け
ま
す
。
そ

　
北
九
州
市
立
美
術
館
本
館
で
は
、

加
納
光
於
と
中
西
夏
之
を
特
集
し
た

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
Ⅳ
を
開
催
し
ま
す
。

　
１
９
５
０
年
代
後
半
か
ら
活
動
を

開
始
し
評
価
を
高
め
て
き
た
加
納
光

於
（
１
９
３
３
〜
）
と
中
西
夏
之

（
１
９
３
５
〜
）。
今
回
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
展
で
は
、
半
世
紀
を
経
た
現
在

も
活
発
な
制
作
と
発
表
を
続
け
る
２

人
の
芸
術
家
に
焦
点
を
あ
て
、
独
創

的
な
思
考
の
も
と
に
表
現
さ
れ
た
作

品
群
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
加
納
光
於
は
東
京
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
19
歳
の
時
、
偶
然
手
に
し
た
今

純
三
著
『
版
画
の
新
技
法
』
を
読
み
、

版
画
の
世
界
に
興
味
を
持
ち
始
め
ま

す
。
53
年
よ
り
自
ら
設
計
し
た
図
面

を
元
に
九
州
の
農
機
具
製
作
所
へ
プ

レ
ス
機
の
発
注
を
す
る
な
ど
、
積
極

的
に
独
学
で
銅
版
画
制
作
へ
取
り
組

み
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
詩
人
で
も
あ

り
美
術
評
論
家
の
瀧
口
修
造
（
１
９

０
３
〜
79
）
と
運
命
的
な
出
会
い
を

果
た
し
ま
す
。
加
納
は
瀧
口
の
推
薦

に
よ
り
タ
ケ
ミ
ヤ
画
廊
（
東
京
）
で

初
と
な
る
個
展
を
開
催
。
59
年
に
は

《
燐
と
花
と
》
で
リ
ュ
ブ
リ
ア
ナ
近

代
美
術
館
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
国
内

外
で
高
い
評
価
を
受
け
ま
す
。
64
年

に
は
亜
鉛
板
を
用
い
た
『
ソ
ル
ダ
ー

ド
ブ
ル
ー
』
シ
リ
ー
ズ
、
80
年
代
に

入
っ
て
か
ら
は
自
身
で
絵
具
を
作
り

描
い
た
連
作
『
逃
げ
水
―
そ
の
行
方

を
遮
っ
て
』
な
ど
、
常
に
新
た
な
技

法
と
表
現
を
追
い
求
め
て
き
ま
し
た
。

北九州市立美術館　本館10

清 田　 幸 枝学芸員

【会場】北九州市立美術館　本館
【会期】
1月25日（土）～4月13日（日）
【開館時間】
午前9時30分～午後5時30分（入館は午後５時まで）
【観覧料】
一般150円（120円）、高大生100円（80円)、
小中生50円（40円）　（　）内は20名以上の団体料金。
※なお年長者施設利用証（北九州市交付のもの）、障害者手
帳、たんけんパスポートを提示の方は無料。

●学芸員によるスライドトーク
　（本展特集についての解説）　※聴講無料
【日時】３月21日（金・祝）
　　　午後２時より（午後１時　開場）
【会場】
北九州市立美術館　本館　講堂
【定員】当日先着80名（事前申し込み不要）

●美術ボランティアによるコレクション
展示作品の解説
毎日午後２時～午後３時（木曜日を除く）
※観覧料が必要です。

Information

Event
と
も
に
、
加
納
の
50
年
代
初
期
の
銅

版
画
や
『
ソ
ル
ダ
ー
ド
ブ
ル
ー
』
シ

リ
ー
ズ
を
は
じ
め
と
し
た
多
色
版
画

な
ど
の
作
品
を
展
示
し
、
２
人
の
活

動
の
軌
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

コレクション展Ⅳ　
特集　加納光於と中西夏之

Yukie Kiyota
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